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5. 普及啓発の実施 

 

沖縄県内における森林病害とその社会的な影響について、一般県民はその認知度が低く、その

ため正しい知識・対処が広まっておらず、通報先もあまり知られていない。 

本事業では、沖縄での 3 樹病の情報の充実を図るとともに、地域の方々による見守る体制づく

りに資するための情報発信を行う。 

 

5.1. 病害虫防除に係るパンフレットの作成 

 

(1) 目的 

森林病害とその社会的な影響について、一般に認知度は低く、正しい知識・対処、通報先

もあまり知られていない。そこで、広く一般県民を対象としたパンフレットを作成し、地域

の方々による見守る体制づくりに資することを目的とする。 

 

(2) 実施フロー 平成 29～令和元年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 地域や被害状況に応じた内容と配布先 

配布先は広く一般県民を対象とする。令和元年度は、松くい虫（被害発生状況別に 2 パタ

ーン）、南根腐病、ナラ枯れの作成作業をすすめた。各パンフレットとも内容を防除戦略検討

委員会の委員に諮り、発行した。ナラ枯れは、県内で未発生であることから、紙媒体のパン

フレットではなく沖縄県のホームページ掲載を想定した構成とした。 

内容は各樹病の特徴、被害による人的社会への影響、正しい対処方法などに加え、通報依

頼の呼びかけなどを明記した。 

 

 

 

 

R1 年度H30 年度

南根腐病　 パンフ レ ッ ト 作成

・「 (3 ) 被害発生状況の把握」 で得ら れた結果を基に、 樹病ごと で、 被害木の多い
  地域など を対象に、 重点的にパンフ レ ッ ト 配布する 。
・ 被害拡大防止へ協力を依頼する よ う な内容にする 。

松く い虫　 パンフ レ ッ ト 作成（ 被害発生状況別に 2 パタ ーン）

・ 防除方針の転換に伴い、 被害発生状況別に 2 パタ ーン作成。
・ 完全防除及び侵入防止区域（ 北端ラ イ ン周辺およ び以北）、
   未発生地域（ 先島諸島など）
   ↓
   重点監視を必要と する 地域に特化し た内容。
・ 限定地区内対応地域（ 恩納村、 宜野座村以南）
   ↓
   保全松林以外での積極的放置によ る 密度低減での防除へ理
　 解を促す内容。

H29 年度

松く い虫　 パンフ レ ッ ト 作成（ 県内全域版）

・ 沖縄ら し いみど り を守ろう 事業の診断防除マニュ アルを
   基に、 一般県民を対象と し たパンフ レ ッ ト を作成する 。
・ 各樹病の人間社会への影響を分かり やすく 解説する と と
   も に、 特徴的な病徴を写真で紹介する こ と で、 発見・ 通
   報を促す内容と する 。
・ 監視・ 通報体制の協力依頼を行う 。

ナラ 枯れ　 パンフ レ ッ ト 作成→沖縄県ホームページ掲載用

・ 被害拡大防止へ協力を依頼する よ う な内容にする 。
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5.2. 行政・造園業者に対する南根腐病防除についての勉強会の開催 

 

沖縄型森林環境保全事業に係る松くい虫防除対策普及啓発セミナー 開催報告 

(1) 開催日時と場所 

令和元年 12月 23日（月曜日）14：00～16：00 

沖縄県教職員共済会館 八汐荘 1F 屋良ホール 

令和元年 12月 24日（火曜日）10：00～12：00 

北部広域市町村圏事務組合 北部会館 3F 会議室 3-1、3-2 

 

(2) 目的 

南根腐病の防除について、2剤の土壌くん蒸剤が農薬登録を受け、樹木類に使用可能となっ

た。しかし、沖縄では土壌くん蒸剤の使用経験が少ないことから、安全・効果的に継続する

ためには、薬剤の特徴や、使用方法、安全対策についての普及啓発が必須となる。 

そこで、南根腐病の防除に関係する行政・造園関係者を対象とした勉強会を、那覇市と名

護市の 2 会場で開催した。講師は、農薬行政や農薬製造会社の担当者、南根腐病の有識者で

構成し、事故や薬害被害を発生させないために、農薬の安全使用に重点をおいた内容とした。

また、南根腐病の診断方法についても解説し、南根腐病のサンプルを展示した。 

 

(3) 開催結果 

県市町村の緑化・林業関係者、森林組合、造園業者、樹木医など参加のもと開催された。

那覇市では 39名、名護市では 21名が参加した。 

 

(4) 開催状況 

 

 

 

 

表Ⅱ.5-1 樹病別 想定する配布地域と配布対象(案) 

樹病名 配布・ 周知対象配布地域

松く い虫

ナラ枯れ

南根腐病

北端ライン周辺および以北
未発生地域 ( 先島諸島など )

林業関係者、 ダム関係者、 国立公園巡回者、 エコツアーガイド 、
琉大与那フィ ールド 関係者、 農林高校・ 中学校理科教師など

限定地区内対応地域
(恩納村、 宜野座村以南 )

林業関係者、 造園・ ガーデニング関係者、 農業関係者、
一般県民など

沖縄県ホームページに掲載 一般県民

林業関係者、 造園・ ガーデニング関係者、 農業関係者、
一般県民など

都市部・ 集落

 嘉数氏の講演（那覇会場）  伊藤氏の講演（名護会場） 
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図Ⅱ.5-1(1) 松くい虫パンフレット（沖縄本島最北部、本島周辺離島、先島諸島など） 表面 
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図Ⅱ.5-1(2)  松くい虫パンフレット（沖縄本島最北部、本島周辺離島、先島諸島など） 裏面 
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図Ⅱ.5-2(1) 松くい虫パンフレット（沖縄本島 名護市以南） 表面 
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図Ⅱ.5-2(1)  松くい虫パンフレット（沖縄本島 名護市以南） 裏面 
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図Ⅱ.5-3(1) 南根腐病パンフレット 表面 
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図Ⅱ.5-3(2) 南根腐病パンフレット（暫定版） 裏面 
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【シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ) 県ホームページ掲載用パンフレット（案）】 

シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ)被害 通報の協力依頼 
 

1.シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ)について 

シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ)は、体長は雄 4.5mm、雌 4.6mmのカシノナガキクイムシという甲

虫がいわゆるナラ菌を媒介することで発生する樹木病害で、本土では多大な被害が出ています。 

イタジイなどのブナ科樹木に発症する病気で、病気にかかると水分が上昇しなくなって夏期に

全体の葉が赤褐色に変色し、急速に枯損します。本州では 6 月ころ、媒介者であるカシノナガキ

クイムシが健全な宿主に集中加害（マスアタック）を行います。マスアタックを受けた樹木の幹

には、数百～数千個の穿入孔が見られ、根際には大量のフラス（木屑と虫糞の混合物）が溜まり

ます。 

沖縄では被害は発生していませんが、屋久島や伊豆諸島で比較的大規模な枯損被害が発生して

いること、沖縄県内はカシノナガキクイムシもナラ菌もともに生息すること、沖縄島のシイ・カ

シ類の樹齢が発症適期（40年生以上）にあることから、いつどこで被害が発生してもおかしくな

い状況にあります。 
 

2. シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ)の見分け方 

本病で枯損する樹木は夏期に葉（典型的には樹冠全体）が赤褐色になります。また、幹に直径

1.4～1.8mm（爪楊枝の先が突き刺さる程度）の孔が多数開き、そこから大量のフラスが排出され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄 

雌 

沖縄島北部で捕獲されたカシノナガキクイムシ 
沖縄島北部で確認されたカシノナガキクイムシ

由来と思われるフラス（矢印） 

2010年に屋久島のスダジイに発生した被害（日下田紀三氏提供） 
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3. 通報のお願い 

現在、シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ)被害は沖縄で発生していませんが、いつどこで被害が発

生してもおかしくない状況にあります。 

イタジイなどのブナ科樹木は、沖縄本島北部や石垣島、西表島などで広く生育しており、被害

初期を見逃すと、周辺の森林へ被害が拡大する可能性もあります。森林生態系保全のためにも、

シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ)の発生には気を配らなければなりません。 

シイ・カシ類萎凋病(ナラ枯れ)と思われる症状（夏期に葉・樹冠全体が赤褐色に変色）を発見

したら、沖縄県まで通報をお願い致します。 

 

【通報・お問い合わせ先】 

沖縄県 農林水産部 

   森林管理課 TEL 098-866-2295 

北部農林水産振興センター 森林整備保全課 TEL 0980-52-2832 

南部林業事務所  TEL 098-941-2583 

八重山農林水産振興センター 農林水産整備課 TEL 0980-82-2342 

森林資源研究センター TEL 0980-52-2091 


